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「美しい環境の中で育つもの」 
                湖南市少年センター 所長  川邊 晋 

少年センターの下に植えた芝桜が満開となり、新

しい年度のスタートに彩を添えてくれています。一昨

年、通所している少年と植えたものです。法山教育

長のFacebookでもご紹介いただきました。通所す

る少年たちの心を、少しでも豊かにしてくれることを

願っています。 

 さて、「滋賀県ごみの散乱防止に関する条例」（通

称：クリーン条例）により、ごみのポイ捨て禁止とポ

イ捨ての回収命令違反者に対し、２万円以下の罰金

が科せられるにもかかわらず、道路に、信じられな

い量のゴミやペットボトル、空き缶等が落ちている

のを見ることがあります。残念ながら、当センター横

を流れる小川にも、平気でごみが捨てられていま

す。 

 アメリカ大リーグで大活躍している大谷選手がグ

ランドに落ちているゴミ拾いをする姿が称賛された

ことがあります。大谷選手は、高校時代の監督から

「ゴミ拾いは、運を拾うことと同じ」という教えを受け

て実行しているのだそうです。大谷選手の大活躍の

秘訣は、このゴミ拾いにあるのではと思わされます。 

 また、日本の学校では、子どもたちが教室や廊下、

トイレなど、自分たちが使用した場所の掃除をしま

す。この学校で行う清掃活動は、学校教育の中でと

ても大切にされている取組です。大谷選手のゴミ拾

いと学校の清掃活動の取組は、自分たちが生活す

る環境をきれいに保とうという意識からきているも

のでしょう。この環境をきれいなものにしようという

意識は日本人の一つの美徳なのだと思います。 

 昨今、外国から多くの人が日本を観光で訪れてい

ます。日本の文化が好きだからとか、豊かな自然に

触れたいからとか、様々な理由で訪れておられるよ

うです。日本を訪れた外国の人がよく、「日本は街

がきれい、街の中のトイレがきれいだ」と言われてい

ます。このことは、我が国の誇りです。 

 このような先人が築いてきた美徳や文化が、100

年先まで継承されるには、粘り強く、少なくとも、「人

に迷惑をかけない」ことを大切にし、「大人が見本と

なるよき背中を見せる」ことに他ならないのだと思

います。そして、美しい環境の中で、子どもたちが育

っていくように、皆で心がけたいものです。 

 今年度から、通所する少年

と一緒に、当センター横の小

川は、定期的にゴミ拾いをし

ようと思っています。 

「薬物乱用防止啓発標語」 

あくまの手  ふりきりにげよう  自分のため    李  安  さん  （令和６年度三雲東小学校卒） 

大丈夫  やめれるからね  ほんとうに？      井上 敬人 さん （令和６年度菩提寺小学校卒） 



 

会長 武藤 敬助

副会長 相宗 英明 野口 玲子 森 智美

啓発部長 渡邉 美子

会計 兜 義和

監査役 菅沼 正治 上西 稔治

石部中学校区 甲西中学校区 甲西北中学校区 日枝中学校区

〇山本 辰夫 〇宮島 昌務 〇菅沼 正治 〇上西 稔治

武藤 敬助 井上 弘光 岡田 幾佐代 相宗 英明

東出 佳己 森　智美 下村 隆一 牧　勝行

渡邉 美子 兜　義和 寺嶋 由美子 村上 正文

谷村 まさみ 八太 正裕 野口 玲子 小西 永子

服部 良隆 上村 清隆 船越 裕子 生越 幸雄

小出　陽子 多和田 貞吉 松尾 恵美 藤田 陽子

連　千亜紀 今宿 由香子 園田 德治

田北 政之 井上 英久

松浦 典子 加藤 美穂

中井　徹

橋本　武

福本 真由美
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  「薬物乱用防止啓発標語」 

もらわない  悪魔のさそい  ことわろう     山本 羽月さん   （令和 6 年度石部小学校卒） 

薬物の  はじめの一歩   ふみだすな      岩本 萌生さん   （令和 6 年度三雲東小学校卒） 

◎少年センターでは無職少年の就労・就学の相
談・支援を実施しています。 
中学校卒業後から 20 歳未満の少年で「働き
たい・学びたい、でも何をしたらよいのか分から
ない」という人の相談を受け付けています。 
お気軽にセンターに連絡ください。 

                           Tel 77-7053 

 
 

この 4 月から支援コーディネーターとして

勤務している柘植 幸隆です。 

昨年度まで外国籍の子ど 

もたちに日本語や日本の生 

活、文化を教えていました。 

今年は、青少年の居場所 

づくりのために頑張ってい 

きたいと思います。 

子どもたちの登下校時の愛の声かけ

運動や街頭補導、街頭啓発活動などで、

挨拶や声かけをとおして非行防止に努

めています。 

また、啓発部を中心に誘拐防止を題

材にした着ぐるみ人形劇で、園や小学

校で啓発活動を行っています。 

今年度は 38 名で活動を行います。 

昨年度（令和６年度）の少年センターへの相談の件数は、１００２件でした。 
相談件数は、ここ数年増加傾向にあります。増加率は鈍化してきましたが、昨年度は初めて１０００件を

上回りました。非行少年の更生に向けた相談は減少傾向にあり、近年では、小学校・中学校で不登校を経験
して、高校の学習、就労に向けての社会適応能力の向上などの相談が増化しています。 
 少年センターでは他機関と連携を取りながら、よりよい支援ができるように努めてまいります。 


